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１．都市景観形成地区の指定の要件及び基本方針

　都市景観形成地区の指定については、景観の形成を重点的に図る必要があると認める地区、
すなわち良好な景観形成の必要性が高く、緊急性や実現性を備えた地区を指定していきます。
　なお、都市景観形成地区の指定の要件及び方針については、都市景観形成基本計画における
重点整備地区の要件及び方針に基づき以下のとおり定めます。

表 4-1　都市景観形成地区の指定の要件及び基本方針

分類 地区の要件 基本方針

シンボル地区

福岡市の顔となるシンボル性の
高い地区で、今後の国際化・情
報化に対応する都市づくりの中
心となるべき地区。

福岡都市圏だけでなく、九州、
アジアの拠点としてアピールで
きる人とまちの出会い、物語を
生む都市空間を創造する。

副都心地区

生活に欠かせない、地域の情報、
文化の中心機能を持ち、地域の
特性を活かし、個性を感じさせ
る地区。

生活感のある賑わいと活気のあ
るまちなみを形成していく。

自然環境地区

郊外の豊かな自然環境を活かし、
緑と水のふれあいを高めて、ゆ
とりと広がりのある景観の形成
を図る地区。

豊かな自然環境を活かし、自然
の美しさと人工の構造物が調和
した景観を形成していく。

歴史・伝統地区
都市の歴史が刻み込まれた環境
や建造物を有し、次世代へその
伝統を伝えていくべき地区。

地区の特徴を表現する歴史的事
物の保全・活用や昔のまちなみ
のイメージの再現を地域住民の
総意で行っていく。

計画的まちづくり
地区

今後、大規模プロジェクトの進
行が予定され、計画的なまちづ
くりを進めていくべき地区。

地区の将来イメージに従い、景
観上の誘導を行政と民間の共働
で計画し実現していく。

組織的まちづくり
地区

地元住民のまちづくりへの理解・
意欲が高く、住民主体の景観形
成が実践可能な地区。

住民が自主的に、環境保全・ま
ちなみ誘導に関する取り決めを
行い、良好な生活空間あるいは
商業空間を創造、維持していく。
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2. 都市景観形成地区指定までの流れ

　都市景観形成地区候補地区については、以下に示すように、地域景観まちづくりの意欲の高
い地区において、地域との共働により、都市景観形成地区への指定を順次進めていきます。

図 4-1　都市景観形成地区指定までの流れ
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　建築物又は工作物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更する修繕又は模様替え、外
観の色彩の変更を届出対象とします。また、木竹の伐採を届出対象行為とします。

※ 通常の管理行為、軽易な行為その他の行為は届出の適用除外とします。

※ 届出対象行為のうち、建築物又は工作物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更す
る修繕又は模様替え、外観の色彩の変更を景観法第 17 条による特定届出対象とします。

※ 工作物は次に掲げるものとします。
　 （１）　門、へい、垣、さく、擁壁その他これらに類するもの
　 （２）　高架水槽、屋上に設置する冷却塔その他これらに類するもの
　 （３）　煙突、排気塔その他これらに類するもの
　 （４）　記念塔その他これらに類するもの
　 （５）　電波塔その他これらに類するもの
　 （６）　高架道路、高架鉄道、橋りょう、横断歩道橋その他これらに類するもの
　 （７）　護岸、堤防その他これらに類するもの
　 （８）　街灯、照明灯その他これらに類するもの
　 （９）　鉄筋コンクリート造の柱、鉄柱、木柱その他これらに類するもの
　 （10）　駐車施設、駐輪施設その他これらに類するもの
　 （11）　水道、電気その他これらに類するものの供給施設
　 （12）　ごみ置場その他これに類するもの
　 （13）　その他市長が指定するもの

　なお、屋外広告物については、屋外広告物法による許可を要することとなります。

　指定区域や地区区分、景観形成方針、行為の制限等については、地区別編冊子をご覧下さい。
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